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WBS．に基づく  
プロジ土クト管理システムの実現  
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＃♯ソフトサェアの闊尭プロジェクトにおいては．プロジェクト管理ポー要になって卓ている．一方i号のよう  

女子白ジェクトは，♯摸が大乱l壇含ガ皐く．プロジェクト管理は非常に負荷中大舌なも申とむって蜘一．劫軸  

なプロジェクト管理者圭＃す．るシステム雌事となる．木蘭究で軋♯辣ソフトウェアの醜プロジェクトにぉい  

■ て．諷作筆．曜翠執筆若齢怜専有相互に関連付けし．一元管理す古た曲の順一帥咄句卸血抑制佃L由）  
モデル由作成と．モのWB弓モデルを利用したプロジェクト管理システム「プロナビ」竜闊発した．プロナビ壷重義  
のプロジ土チトに邁用u汗癒した結果．プロジェクトを効串よく進池る上で有軸でぁること菅僻した．  
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複数の作業とそ町結果モあ古複数の成珊から成欄立  

ていると考えられる．Lたがって．プロ宙ユタホ管理  1 はじめに  ・   

インターネットヤW曲の普及拡大に偲糞され石ように  

情報化社会鳩ますます進んでおり，それに伴い∴業務ソ  

フトウエアの筒先においても．大規模化．高機肘ヒ，短  

納耕化，低コスト化の要求が急速に高せ七てきている．  

モれに応・じて，業務ソフトウェアの脾藷プロジェクトを  

計画遠祖桔連鹿するた捌こ，プロジ土タト管理の来賓性  

も急速に高車ウてきている脚砧醐1】，田AD嘩0叩】，  

肝邸持王嘲，阿J町醐1I．1つのプロジェクトは．  

はそ九らの椎葉せ効率よく連行で卓るょうにすること  

作乗や成果物を管理することと考え古ことができる．  

プロジュケト管理では．各作業や成果軌＝対して計画  

を立て．遂行しそ如進捗状武原チェック‾L．醐鮎  

れば相葉せ耶るという．いわゆ奄M地肌蓉  

躾舟遥L行うことが必要である．Lかし，大洗楳春寒捗  

ソフトウェアの即発プロジュクトに磨いては．作業や成  

果物が膨大な数にわた思ほか．歩数釘プロジュタトメ封  

バが棟数の国葬拠点に分散Lて由り一プ古事ユタト中断  

嘩如郡軸申  
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する階層固でぁる．  

②開発さ札る鹿牌蓉明確化し，また．そのための作業   

を相互に聞達付け為．  

⑨必要な階層まで展開できる．   

また，PMBPl超柵4】モは，「両由はプロジェクトの全  

要素を成果物に基づいて劉附ヒし缶体系で；プロジュタ  

ト再生僻見コープを階寧租埼化L定義する．W鮎モデル  

陪屈のビラミツF♯造を下に辿古ほどプロジュ封卜溝成  

要素の評価定義鹿が上がる．モア才レの構成要素は成果物  

か作業で為る．」と定蕗Lでい島．本静宜で蛙劇障．  

【PⅦ弧肋】で助定義を用いて覿明す乱 また．モデル  

の各階宙をワーク㈱と呼ぷ．  

画や楓成果物等切情＃共存が難し帆 また，作業や  

成果物作成に宙起って暁計標準等の利用す品掛も膨大  

甘あり，適Lたものを探す負荷も大畠い．このため．プ  

ロジュタト管理を人手モ実施するのでは非常に鞋Lく，  

尭捜す巷システムが必要とされてい乱   

そこ瑚究では，WBS押血生召肋血読nl地ユ掩）  

モア叫D丑E誠汀ME紺r】，t坤咋OE営00痩】，旧刊丑GORYI，  

坪田甲1】に新王咄作業や底地昭管理方法ヤプロブヱ  

チト管理宝達方法を提案す苺．また，集際に河津Lた，  
W匪モア捌こ基づくプロジェクト管盤システム「プロナ  

ビ」について述べ為．   

プロジュダト管理のシステム化についでは様々な研究  

が行われで奮て一事る．また．加地疲戯御感野口戊tX冶】，  

由亜加卿C】．PM馳脚皿岨  

已（氾判専．システム管理を行うツールも数多く存在する．  

し部L，こ軋らの現実の女親模プロジュクーペの連用事  

例再報告は少密く，連用可能性畦轟ま断筆諭されでいな  

い．   

我々は，東泉模プロぎユタト卸管理には，工程や作帯  

申階暦化そして成果鞄とみ関連付けが乗賓であると着え，  

WBSモデルを用いて，プロナビ春闘発した．また．実際  

瑚姻樗計画樋用を進めてきた．プロナビは現在まで  

に，延彗鶏脚奮起見るプロジェクトで適用暮れた実績が  

皐甘．奇抜も増加する鼻準みである．   

串韓文で乱 弟2節でWI蛤によ碁幕藩ソフトウェアの  

聞落プロジュタト酔モデル化を．詰朝野でプロナビ昭菓  

現方式を，帯4筋でプロナビ鞄適用実績と評価及甲考察  

を，鮪揃刊ま供連研究を，貞鮎蔚せはまと由と今後の深  

溝について逓．ぺ右．  

2丘 標準プロナビW白S   

兢々が対象とLている蹄発プロぎユタトは，比較的規  
模が大きいため，囲1に示す5階層のⅧモデルー葡準－プ  

ロナビW田」春用いる．  

第1階層はプロジェクト，幕遥階層はサブプロジュタト  

とする．例えば∴愚息企栗の経営管理盈ステムを降築す  

畠プロジュクーの鞄集1階層はr哲酌蜜聾システム」，  

舞踊届は軽骨管理システム甲サブシ見テムを開発す晶  

サブプロジュタト「韓異常管理システム」，「経理管理シ  
ステム」，「商品管魂システム」等とな息．   

解剖苛唇と幕ヰ階層臥それぞれ，フェーズと作業ス  
テップとする．これらのワークは，ソフトウェ7を中心  

としたシステム開発虫よび取引のための共通7レーム  

占u貯，此軒始【罪過フレーム碍】申アクティビティやタ演ク  

に対応L，「要求分析」から「敵・シ見テムテスト」の  

7つのワークを用意した．   

熟蛸蒋吼各フェーズの件護内容を詳細化して槻  

の具体的な作集に分割Lたもの雷，例え囁「ソフトウエ  

ア方式設計フェー耳」は，「アーキテクチャ設計」．「テス  

ト計画」，「ビジ轟且プロセ耳設計」等㊥7ウの作業ステ  

ップに牙軸きれる＿   

許5階掛ま，第4階層の各ワークによって生成香れ晶鹿  

異物で．例えば，「アーキテクチャ設計」に村Lては，  

「処理方式設計書」，「システム部品定義書」専の成果軌こ  

分封される．各成果物咽実体はフ7イ肘（成果物ファイ  

ルと呼ぷ）であ乱1つの鹿葉物暫複数申担当者で牙担  

2 Ⅶ召Sによるプロジ工クトのモテリレ化   

已1WB＄モデル   

WBSモデルは．プロジェクトの目標をより具体的に記  

述するための階層図で，町 且仔m腰掛叩では次のように  

奄喪されている．  

†盲）システム開発Lていくなかで作成古九るハードウェ   

ア，ソフトウェア，役艶 マニュアル，設備を要素と  
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うにする．このW征植個別プロナビW由と暁乱   

しかし．精華プロナビW鮎に対しで無制晦嘩醐  

町すると．各々の個別プロナビ画筆再構埴再間幡草野  

．し平作成すること等せ着床して，1つの成果物は複数の  

成藻勤けサイ糾こ対応する場合も轟る．   

出 儲叶プロナビWBS   

才日華上菅下切憫脂時に，プロジェクト管理者が．対  

蕪卑官世辞ユタトに連LたW鮮卑デルを作成する必要が  

■∫ ．轟乱奇手耳帯革プロナビW耶に対L，必要なワーク  
申準軸．葡要憩ワークの刑駄ワーク名の変更専宙行い．  
掛冒車替軸由を対象のプロジェタトに連用できるよ  

大きくなり，すロジュタト管理の掴・L、く鹿  

九がある．そこで．特定昭ワークに封セー引噂噸・  

を制限Lた．これにより，各プロ撃エオト密畔卸ヂ聾善  

ビW耶は一成果物名乱作弗毎私益軸準痛棒踪頑筆  

になり．一定の基準を偉りようにでき乱  

僻プロナビW貼と個別グロナ掛嘩軸廉厩甜随鹿                               l  

1．軸詰クト  

王．サブす日登吐サト  

ヰ．伴野チップ  

画1 檀車プロナビW貼  

図2 ■プロナビWBSへの付加積亜仰例   

■  
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促音で斑鵬年4月16日までに終了予定で為り，「業帝用語  

業」軒牌成する成果物ケアイルの1・うで轟る「用罷集一  

製遭」の作成を幕根が担当Lていてi4月18日首里新L  

たことを示Lている．  

いとき．単にプロナビW鮨と呼ぷ．  

已ヰ プロジェクト管理のためのプロナビWBSの拡張   

プロナビⅦを用いることにより，プロジェクトの分  

割構造の設計は容易に行えるようになる．すなわち．各  

ワーク間町順序関係ヤ階層間俵．ワークと成果物との関  

係が簡単に定義できる．   

しか 

報が必須なので，プロナビWBSの各階層の巷ワークにそ  

れらの情報を付加できるように拡張する．  

①当薗ワークの前提となるワーク（冊捷ワーク〕とその   

実体の格納場所  

③当該ワークを菓行するのに利用する過去の情報1知識   

情報と呼ぷ）とその某体の格納場所  

③ワークの責任者，期限及びワークの進捗状況（未着手，   

着手．作成完，審査完，承認完等）  

㊥成果物を構成する成果物ファイル及び担当者，更新時   

刻，バージョン番号，進捗状況   

これらの情報により，プロジェクトの担当者，スケジ  

ュール，進捗状況，成果物等が一元管理できるようにな  

る．華了したプロジェクトの個別プロナビWBSや成果物  

もデータベースに管理すれば，容易にプロジェクト情報  

が再利用できるようになる．   

図2では．最下層の成果物「莱♯用語集」は原田が兼  

ヨ プロミ左クト管理シ式テム「プロナビ」  

乱1ブロナビの♯成   

拡張LたすロナビWB引こ基づぃでプロジェクト管理シ  

ステム「プロナビ」を開発した．プロナビは，プロジェ  

タトの計画，現在申状況．蒔翠葡及び知醐を電子化  

L，サーバモー元管理する．   

固執はブロナビ全体の構成骨示Lた固である．プロナ  

ビはWebサーバと複数のクライアントPGから構成き札  

インターネットもLくはイントラネット蓉介しで相互に  

通信宜行う．W曲サーバにはずロブユタト情軌払底果  

物DB．知敵情朝血翫弼熟練され昔ぃる．プロジュタ下情  

報mに吼周2で示したプロジュタト情報が椅前音韻て  

いる．成果物DBには成果物の集倖で轟古成果物ファイル  

が格納富加ている．知蘭卵絹江胞には過去のプロジュクー  

の知敵情報が職制されでいる．で指bサー川まプロぎェタ  

ト情報管理執成果物管理乱知軌情報管理帯巷有して，  

これらのDBの管理を行う．  

国ヨ‾チbナビの構成  

ポ虻h血抽甜13   



甘研引哺唯尊重鯖し，間断獅畔轡喝酢蛸摺  
季長密葬他に廃赫座敷  

1．亡 ■山 ■’ It－ ・＿ ■ しニ  ー’ヒ  
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礫靖鞘苛暫畷得軒苺嘩茸野鼠師坤触起  

触迦触感鮎画敵弾轟軋  
二丁＿●回ヰ Pd帖胞血w．の車示倒  働・師蝉御用弼   

各開発者が担当しているワーク，臆柵フ丁イ叶¢  

轟恕画細胞薗麺疲轟索義癒髄剋杏愈廠磨乾  
灘もて柄量プロ野ユダを，著栂尊か苛担当♭習嘩春雪  

身，草L官：．鞄轟．塵鼓L麿麿廃物藩学ヰ華由  
示号れている．l－プロジェクトバス」はナ臼ナ  

覿．舗軸陸曹は藩軋rワ一軒嘩吋眉漂  

封表している．  

一人のメンバが枚数のナbジュクトに撰してい  

吼凧しているプロジュタトごとのワーク．成果物  

ぜ弼嘲尊推敵  

側牒車軸由瀾瞳   
謹軸地車管脚冒頭立身摘軸尭壷加藤  

簡垂碁崖う持す卑軽率嘩鴇嘩風専十蓮  

車軸臓練熟長軸頓着嵐   

群割耶■駄療帯鞍閣嘩覇畔  

葡組痴誰撞着捷樹乾期艶味醜野  

手滴で申ることを示している・さらに，  

囲与 p叫母成V由wの表示例  

皆無着通呼ライアントP亡で作成Lたプロジェクト計画  

牲iW曲サーバに蓮倍音れ．プロジェクト情報管理部や  

姫謹潜れてプロジュゴト情和服に格納さ九私印焼者が  

確率し尭鹿果物フ7イ州もW申サー川こ遺宿され，成  

業物管理部によって処理替れて成果物D別こ格納苦れ烏．  

錦婚転オ川畑加や知陳情報DBの内容は．管理者や  

開畢菅柑夢に応じ官職牒出すことができる．同様に，  

成業動学知絶情報田内啓牡鹿果物管理部中知敵情報管  

．頚部拉よ9て処理捷．管理者や開発者に示きれる．  

ネテム要件）の定組も「シよテム要件定義替」，  

軸味踊祉軸軒嶺細敵組  
庸泄軒苧環痺・華軋i尊称憫彗  

健也甑軸蛮骨姦轟藷轟抑柵壷触転＝  

帯君津賢群臣弼・囲椚馳，・村野嘲  
葡蹄鮎恕幽魂勃官許軒顛購帯→少確  ∃盈‾プ臼ナビの機能  

印＝準嘩ユタト計画の作成   

葡鮒ロブユタト中計画奄作成するのを重撰す軋  

がロジュクーに適Lた席準プロナビW王蛤を適訳するとと  

敷に，カスタマイズするための情報として．ブロジュク  

鞄■闇療榊苛肺乱番醜藍，朗報   

下私淑取プロジュタトメン巧前提ワーク，成果掛‾二  



内零を垂照することができる．  

（d）鹿田機能   

管理者はト成果物の一覧から．暴政を依頼さ九たもの  

を選択Lて内容計確聡し，承聡をすることがモきる，ま  

た，こ冊結果は耽掛二反映さ九る．  

現在．釣2皿のプロジェクトがプロナビを連用中であ  

れ．プロナビは日立グループ内の標準的なすロジュタト  

管理システムとなっている．   

珊  

16【旧   

プ  
ロ12仰   4 プロナビの評価  
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山適用兼韓   

国引こ示すょうに．甜I年ヨ月からプロナビの主用を開  

始L．皇∝賂年6月時点で．累計で約引）卸のプロジェクト  

がブロナビを用いた．これらのプロジェクト町規模は．  

知人から珊人の範師である．  

抽丑M御l抑12∝世相控王㈱空間抄【嶋孤H加5  
′上 ′下′上′下 ′上′下／上′下／上′下ノ上  

手′q   

回B プロナビ註用プロジェクトの総数  

表1プロナビを利用したプロジェクトt珪の方法  

軸事誌に止卓プロジュケか蜂理   

脚■抄状況巾把■   
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＝1     ■  － ＝l ．    r・ノ       ー  ・虞■■7丁イルとしてJ†一泡シ■和州伽如け嘔吐  
ースか■■に帆，プロクエづ叶的℡鮒古土うにt環  中虐■■【伯に榊され古のでiプロジェクト卸晴再鵬画  
T卓．   虞■■ 

・J－‾■・ユ・・l－■■′－′  
農事財不＋禽に覆り帥l由モ．t■㈹ぬ伝納九  
書ことが事い．   

日脚嘩丁如止作■丑げ  ■ 
スケジュ「ルの書II   ・ 
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tオ島i二   ．＿・ 

≡蹴酔よ品嘩軌   
・＿伸雄由膏丁．した溝1軸輔噂竃に塞杜軸膚鵬軸二 ニ‾ 「■‾ 

．・L．＿ 
叫軸地温巾♯告 ・劉馴帖．劃糾閥■tTロジ土づ叶t卿蹟暫すも什■ の罪丁した闊♯軸晰知和嘩埠仁遷幸に妻Tし印．■  

■朝鮮綿抑個抽咄脈拍地鮎虹用睦ナ手車■が   
・ノ  ・・・■石■り 一 －   盛事廿書く 

謙一二l■爪■皿Lq15   



4ヱ プロナビを利用したプロジェクト管理の特轟   

プロナビによるプロジ工ケト管理の具体的な方法告，  

プロナビを利用Lない杜楽手法によるプロジェクト管理  

と対比Lて表1に示す．ここで示すように．ほとんどの  

作業をプロナビの画咄敵い血押もLくはp地雨巳Wから来  

庁でき．各ワークの準備や実行自体の手冊が軽減される  

とともに，各ワークの現状虐即座に知ることができるよ  

うになる．   

大規模な業務ソフトウェ丁の開発ナロジュクトでは．  

多数のプロジェクトメンノ咄｛概数の閻憩拠点に分散Lて  

おり．プロジェクトの計画や状況，成果物苛Ⅵ情報共有  

確L帆鑑札輔軒亀謳糎鞘東噛嘩標津負荷巌  

東森帆 L鹿部嶺屯葡車鞄は尭規模なずⅢぎょ軒七色  

壊宿す卦に臆i事・畳チ皆鞄塵巧缶す臼■訝正夢卜誉聾勃苅  

革製嘩錯軒萄軌鼓  

4月 連用肝価  

fl）アンケート結果   

プロナビを利用Lた1榊プロジュタト町管理者に対L  

で由丁ンケートにより購足状況由評価を行ウた．1細島  

かち囲碁が為り．節阻町人が補足していることが確認で  

きた．また．成果物辱の欄朝凪一元管理に恵も請足Lた  

と阿答した人が別恥骨散Lた複数の朋党場所から利用モ  

きるこ土に最も構足したと回答Lた人が胡醜であった．  

すなわ与．プロジェクト計画．成果軌租推共通の蘭  

プロジュタト進捗状況等㈱f，プロナビWB引こより  

相互に恥連付けち九て一元管理料軋 それらをプロジュ  

タトの弛も欄干利用でき古ことに多く押管理者が構  

且Lている．  

素2－ ブロナビの遥用効果  

脚プロナビ吋時計用暮さ九でい魯巾モー綱丁⊂けピ  
Wt崎瞥闊■に作鹿モ書た．  

他伸雄当竃廿¶偏した■断層の丘書牡暮Il■に■闊で  
書古巾で．仕軸劇止打が叶■モ為り．脚ミ．ユ椚日  
傘った．  

作1羊∫．E違例■中和▲♯橿t■■しなが邑巾■書  
でき古巾で．轟■の浅い損鶴曽でも細事他に作書tl  
め手ことがでさた．  

僧曙件■書中舶書薫用で書古ので拙■が上がった．  
ほ）ヒアリング＃果   

アンケートとは別に，プロナビを利用Lた公共舟軌  

尭脚．その他かちの軒下プロジュタト町管理者丁  

名にヒアリングを行うた．表別こ示すように．管理や問  

詰作業ぬ劫串化∴情報の共有化に加、で＃帥1評価を重け  

てい古．   

また．未引こ示す上うに，集計や墟作機能申追加仰老  

生があぅた．これらの意見は，いず九も耽のプロナビ  

の十分奇括用卓槻とLており，プロナビの有効性を示  

Lモいるといえよう．  

t＃庸の丘■鞠書即特に入手で±た．  

靂t靂が庁われTい毒の1．胞那hlによ与件■ミュ  
がせく仕った．  

目的中点1■引出帖欄し出せ古ようになった．  

lつのプロナビのサー川こ．鶴1的に■れてい卦棟数  
巾R鳶■鼻がネ7トワークで績■卓れて■lJ．プロジ  
ェクトのメンバ全■州に凧u仰t桝に榊寸書た．  

プロジェターキー書．開無針甲書のようなプロジ王サ  
ト由方針のプロジ工チト内へⅥ■邦廿■■にな1た．  

i棒状温の把■曹成轟輪中由蓼蘭鋳書．仙になりが  
ちな作暮暮■■化す古ことがせ書た．  

暮攫．床■糟由壮■サ内書鑑ヰ繹で書書巾T．■胎  
■寸町蟻島中暮サ即日Ⅲ峠とれ石よう仁むった．  

成＃租㊥チエッチ州■に行先た．  

4A 飾．．・端  

ず騨計塊戯鍋馳す脚車せ瞬時正乱作諷礁典  

拠葬醐撃博姫君押に別報茸に轍鮒  

垂ユプロナビへの改書要望  

畔す古■鮪ヰに．・モ申錮 
■申■モ暮肘す与■甘群島魯・と‘プロダェタ■日用掛  
よ叶曲事申に奮 
人手で嘉計している．   

‥ 一丁       ■    ト・二 ′     ・■ ■■ ′・  
作＃可能に年・与とi東土中串■相即州叩■の■輯サ  
雫坤机より■■にな与．琳せフ丁イル■也での粗  
■照コピーしかで書むい  

－＝沖 
＿≡・＝． ＿ 

岳酷瞳磨り．■宙プロ撃鼻磨軒軒由瞳  

廟弥嘩梅軒轡抱卵準絆嘩   

！．j王  

軸・如拙槻   、．．＝．  



盲l  

酵ソフトウェアの開発プロジュタトでのプロジェクト管  

理由効率化に図ることであった．   

く乱荘川＝つtlては，7ンケート結果からはプロジェク  

ト計画．成果軌租地先適の知粗 プロジェクト進捗状  

況等め情報が一元管理きれ．プロジュタトの誰もが重囲  

や利用で蕃ることに清見Lていると回答Lた人が3牙の2  

を超えてお中，これらを集現できているといえよう．①，  

（乱㊨についても，プロジュクトヘのヒアリン舛陪黒か  

ら乗現きれていると考えられる．また仁多数のプロジェ  

クトで使い挽けられているという実績からも，プロジェ  

クト管理を支壊す右有用なシステムであるとVlえよ与，  

占 むすび  

本籍文では▲ プロジュクトの工乱作菓，成果物と過  

去のプロジュタト情報等．組織に手打きれた知識爛朝盾  

相互に関連付けL，一元管理す岳ためのW防モデルの蛙  

菓と．そ叩W圧；モデ≠を利用Lたプロジュケト管理シス  

テム「プロナビ」の開発を行った．プロナビは，第4時  

に示すように，プロジェクト管理を圭捜するシステムと  

Lて非常に有効である．   

一方．進捗状況の詳棚ヤ葉蘭ヤ，より剥かな成果物へ  

の捷作等．改善要望もいくつか出ており，より優れたプ  

ロジェクト管理システムとなるように．改良を進めてい  

る．  

川 

■■ 

丑 

劃 

う 関連研究   

脚  岬匝止虚血l血W旛仙t叫  
印嘩柑叫．叫膚他職1拙  
【印Ⅰ【諷】政敵t加l叫恥IWI止血戚鵬町側l仙聞出川叫細別阻止馳寧  
托施政嶋克也担血加地政■叫馳血恥加中  

田l醐Il稲山♯r．♯＊稟■．田中♯史．濾過1広，中♯虻：ソフト  
ウェTTロセスの持鮒な遺書i＃離ナ古チェγクリスト中東襲手l■他  

郷叫l叫脚l．馳Idl抑1  

匹RE叩仕申吋鷺撫噂叫馳Wb丘仙m叫地面i  
伽l咄1細江l昭  
l仙川l龍■散乱駄剛性支え古仏撼の親書P撼ツー血・Ⅶ伽瓦比  
軸．プロジュケトマネジ■ント筆紙血且叫脚肋  

l脚力1IIl蜘h嘘d叫ー柵血Ⅶ恥h已Ibl札  
加1  

脚肛川手t先島東亜札コラボレーション丑プロジュクIt覆システム，  瑚叫脚■■W抑  
II■tl五山1I旭由良i去i去蝕・W中正仙叩軸n嘘血抽椚帥  

血軸細れ恥丑旧l  
問町叫▲血tkbせt打鍵d尚叫げ船端独虚はれ  
t御」占i蔀il叫仲細Il恥坤l  
岬乱叫工叫叫●缶i品毒血面叫■也血止  
血珊Ⅶ岨咄闊封卑D虻皿  

l刊好個1軸W墟b象蜘咄廿モ且加柁鴫納瓢  
栴1湘  
l共i7レーム呵共■フレーム艶抽【1嘲風蛸島拝  
式台牡腑■暮垂．鮒．1捕  

一般のプロジ土タト管理システムは種々捷案され．製  

品化きれている．その代表的なもの．であるM比ro＄Oft  

打軸は．ガントチャートを元にして．プロセス定義と  

進都管理．柵鹿管理査どせ含む成果物管理等を行うこと  

野耳きる胆Ⅲ偲00軋他山ーは．ワークフローを  

元にLて，旭町由亡此馳癖痕と同様の棟能の低価報共有  

機能等‾も有Lている脚Eq．プロナビは，プロジュタト管  

理の対象を主に大親株ソフトウェアに限定Lており，  

W臨モデルを前提とLて各種の王捷・管理作業せ行って  

いる．例えばパ瓢畔Ⅷ野馳に準拠Lた標準プロナビW由  

を用患し，個別に変更可能な部分の風力スタマイズを許  

すことにより㌧ ■プロセスの帯準化を回っている．  

伽蝿馳由比等のツールにはそのような機能也ない．   

大規模なソフトウェア町費のプロジェクト・プロダク  

ト管理の研究如何とLでは．肋軸垣p血≡が知ちれ  

ている【HÅ旺0日fM0041．このシステムは．貼血血  

11両班tを用いたWB日モデルにもとづくプロジュケト管理  

費，独自のデータベースを任りて効率的に行うこと舌目  

指している．しかし．実際に大規模なソフトウエア阿晃  

吟プロジュタト再プロジュタト管理に梱に馳くれま  

た，プロジェクトメンバに．どの程度有用な機能を娃供  

できるかにつblては．辞しい報告はない．  

祀獅細胞掛彗伊 一  


